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�値位相変調において、変調符号を
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とすると、符号の自己相関関数は、
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で与えられる。上式で � �� � における値がレンジサイドローブの強度を与える。その絶対値の理論的
最小は、� が奇数の場合には �、偶数の場合には � であることが明らかである。この条件を満たす符
号は、������ 符号と呼ばれ、比較的小さな � については全ての組合わせを調べることで容易に探す
ことができる。この符号は � � �� について存在することが知られている。
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� 相補 
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長さ � の２つの符号 �� と �� を考え、それぞれの自己相関関数を�� と �� とする。このとき、これ
らを加えたものが
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という条件を満たすとき、これらを相補 ���������������符号と呼ぶ。この条件は、全くレンジサ
イドローブを持たないことを意味し、理想的なパルス圧縮となる。例えば � � � の場合について、

�� � ��� ��� �� � ������ が相補符号を構成することが容易に確かめられる。
相補符号には、次のような重要な性質がある。長さ � の相補符号を元に、長さ �� の符号の組
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すなわち、�� の後ろに �� を連結したものを 	� とし、�� の後ろに �� の符号を反転して連結したものを


� とする。このとき、これらの符号の自己相関関数は、それぞれ
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となるので、これより明らかに 	� と 
� は長さ �� の相補符号を構成する。この操作を繰り返すこと
により、上記の � � � の場合から出発して長さ � � �� の相補符号を作ることができる。







� ドップラー偏移による圧縮符号の劣化

所望信号のドップラ－周波数スペクトルを ����� とすると、パルス圧縮符号を用いた場合の受信電力は
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で与えられる。この場合に、レンジサイドローブ抑圧比を
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で定義する。ここに、
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は、それぞれ信号領域とレンジサイドローブ領域の電力であり、�� はパルス圧縮符号の�ビット（こ
れをサブパルスと呼ぶ）の長さである。
例えば相補符号はドップラ－偏移がない場合（すなわち ����� � ����� となる場合）には無限大の抑

圧比を持つが、そのあいまい度関数は
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で与えられる。ここに ������ �� および ������ �� はそれぞれ相補符号を構成する二つの符号のあいま
い度関数である。





� 相補符号の特性改善 
�����符号�

相補符号を連結する際、二つの符号の前後の入れ替えや、一方の符号の反転を行っても相補性は保たれ
るため、多数の異なる符号の組を生成することが可能である。これらの異なる相補符号の組を時間的に
さまざまに配列し、その中で � が大きなものを選ぶことにより、特性劣化を著しく改善することがで
きる。














